
ラジオ電子
ＡＭ キットラジオ電子
ＡＭ キットラジオ電子
ＡＭ キット

型番：KP-MX901A
日本語

せつめいしょ
説明書

ほ そ く
補足

●自分だけのAMラジオを作ってみよう！
●お好みのAMラジオ放送を自由に選局できます
●520kHz～1650 kHzの範囲を受信可能
●ラジオの動作原理について学べます !
●イヤホンが付属しています  
●9V 角形乾電池(別売)で動作 ! 

もくじ

でんし
電子AMラジオキットは、

でんしこうさくにゅうもんよう
電子工作入門用の

すぐ
優れた

くみた
組立てキットです。

ほん
本キットは

くみた
組立て

かんたん
簡単で、

すうじかん
数時間で

くみた
組立てら

れます。さらにハンダ
づ
付け

ふよう
不要なので、

まちが
間違って

くみた
組立てても

かいろ
回路の

へんこう
変更や

しゅうせい
修正が

かんたん
簡単です。

ほん
本キットには、トランジスタ2つ、

ていこう
抵抗4つ、およびコンデンサ5つ (バリコン

ふく
含む )の

でんしぶひん　

電子部品が
ふぞく
付属しています。

ほん
本キットは

じゅしんかんど
受信感度が

たか
高く、520kHz～1625kHzの

じゅしんしゅうはすう
受信周波数をカバーしています。

とりあつかいせつめいしょ
取扱説明書は、スムーズにキットを

くみた
組立てられるよう、

くみた
組立て

てじゅん
手順がステップ

ほうしき
方式で

きじゅつ
記述されています。

また、
 くみた
組立ての

さんこうよう
参考用に

わ
分かりやすいイラストが

つ
付いています。

ラジオ
ほうそうきょく
放送局からの

しんごう
信号をアンテナで

じゅしん
受信したあと、コイルとバリコンを

 しよう
使用した

どうちょうかいろ
同調回路で

せんきょく
選局します。

せんきょく
選局で

えら
選び

だ
出された

しんごう
信号が2つのトランジスタを

つか
使った

ぞうふくかいろ
増幅回路によって、

みみ
耳で

き
聞こえる

おと
音となります。

ラジオ
ほうそうしんごう
放送信号は、

こうしゅうは
高周波(ラジオ

は
波)が

ていしゅうは
低周波(

おんせい
音声)へ

へんちょう
変調されています。

けんぱ
検波プロセスによって、

おんせいしんごう
音声信号がラジオ

でんぱ
電波から

と
取り

だ
出されます。

アンテナから
なが
流れ

こ
込んだ

びじゃく
微弱な

でんりゅう
電流は、

だんかいてき
段階的に

なんど
何度も

ぞうふく
増幅されます。

けんぱかいろ 
検波回路は、ラジオ

きばん
基板の

ひだりした
左下にあります。アンテナからの

しんごう
信号は6

ばん
番と7

ばんたんし
番端子を

とお
通ったあと、この

けんぱかいろ 

検波回路に
おく 

送られます。
おんせいぞうふくかいろ
音声増幅回路は12

ばん
番、14

ばん
番、15

ばんたんし
番端子の

あいだ
間にあります。

この
かいろ
回路は、ラジオの

おんせい
音声をイヤホンで

  き
聞けるように

おんせいしんごう
音声信号を

ぞうふく
増幅します。

じゅんび

くみ た かいし

くみ た せつめい

たんし

ていこう

でんち

はいせんざい

でんち

かいろず

せんきょくよう

でんしぶひん

きこうぶひん

かいろずきごう
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パーツリスト-
でんしぶひん 
電子部品 つづき

いか
以下は

ほん
本キットの

くみたてかんせいず
組立完成図です。

くみ
組

た
立てるときの

さんこう
参考にしてください。

ようい
用意する

こうぐ
工具

く
組み

た
立て

かいし
開始

パーツリスト-
でんしぶひん 
電子部品

くみ
組

た
立て

さぎょう
作業を

はじ
始める

まえ
前に、まずは

こうぐ
工具を

ようい
用意してください。

　*ラジオペンチ
　*ニッパー

　*プラスドライバー (１
ばん
番)

9Vの
かくがた
角形 

でんち
電池を(006P)1

こ
個 

ようい
用意してください。アルカリ

でんち
電池がおすすめです。

さぎょう
作業を

もんだい
問題なく

すす
進められるように、

さいしょ
最初にパーツが

すべ
全てそろっているか、よく

かくにん
確認してください。

かくぶひん
各部品と

いか
以下のパーツリストと

て
照らし

あ
合わせながら、キットの

ないようぶつ
内容物を

かくにん
確認してください。

「
でんしぶひん 
電子部品リスト」(

ていこう
抵抗、トランジスタなど )

「
きこうぶひん 
機構部品リスト」（ナット、スプリング、ネジ、ワイヤーなど )
かくにん
確認を

おこな
行う

とき
時は、

きこうぶひん  
機構部品の

ふんしつ
紛失や

はそん
破損しないように、

すべ
全てのパーツをキット

ほうそうばこ
包装箱のフタの

うえ
上に

お
置いて

かくにん
確認することをおすすめします。
ぶひん
部品を

きばん
基板に

ただ
正しく

と
取り

つ
付けられるように、

かくでんしぶひん  
各電子部品のイラストと

かいろずきごう      
回路図記号が

か
描いてあります。

ぶひんめい
部品名の

よこ
横にあるカッコ

ない
内の

すうじ
数字は、それぞれの

ぶひん
部品の

すうりょう
数量です。

●バーアンテナ (1
こ
個)：フェライト

ぼう
棒にアンテナコイルを

ま
巻いたものです。

●コンデンサ (4
こ
個)：

ほん
本キットには、2

しゅるい
種類のコンデンサがあります。

　・
でんかい
電解コンデンサ：

つつじょう
筒状のコンデンサです。

　　
ほんたい
本体に「1uF , 25V 」、もしくは「1uF ,  50V」のいずれかが

ひょうき
表記されています。

　・セラミックコンデンサ：
ちい
小さな

ひら
平たい

えんけいじょう
円形状です。

　　
かく
各セラミックコンデンサには、

ようりょうち
容量値が

ひょうき
表記されています。

　→0.05uF(1
こ
個)：

ようりょう
容量が

おお
大きい /「05」もしくは「503」と

ひょうき
表記されています。

　→0.005uF(1
こ
個)：

ようりょう
容量が

ちい
小さい /「005」もしくは「502」と

ひょうき
表記されています。

　→470pF(1
こ
個)：

ようりょう
容量が

ちい
小さい /「471」と

ひょうき
表記されています。

●
ていこう
抵抗(4

ほん
本)：

ちい
小さな、ひょうたんのような

ぶひん
部品です。

ほんたい
本体にカラーコード (

いろおび
色帯)がついています。

　

●トランジスタ(2
こ
個)：

ほか
他のパーツと

ちが
違い、トランジスタはリード

せん
線が3

ほん
本です。

「C3198」、「3904」、「9013」、「9014」のいずれかが
ひょうき
表記されています。

●バリコン (1
こ
個)：

とくしゅ
特殊なコンデンサです。

き
聴きたいラジオ

きょく
局の

でんぱ
電波を

えら
選び

だ
出すことができます。

●セラミックイヤホン (1
こ
個)：

でんきしんごう
電気信号を

みみ
耳で

き
聞こえる

おと
音へ

か
変えます。

●ダイオード (1
こ
個)：

くろ
黒もしくは

あか あお
赤、青などの色

おび
帯が

つ
付いています。

●コイル (1
こ
個)：このチョークコイルは、2

ほん
本のリード

せん
線を

も
持つ

ちい
小さい

かん
缶のような

かたち
形をしています。

パーツリスト-
きこうぶひん  
機構部品

パーツリスト-
きこうぶひん  
機構部品

くみ
組

た
立て

せつめい
説明

●9V
でんち
電池スナップ (1

ほん
本)

●バーアンテナ
とりつけよう
取付用ブラケット(1

こ と つ ず
個) ※バーアンテナに取り付け済みです

●プラスチックフレーム
つ
付きの

かみせい
紙製ラジオ

きばん
基板(1

だい
台)

●ナット(1
こ
個)

●ネジ(
なが
長い )：M3.0.×8(1

ほん
本)

●ネジ(
みじか
短い )：M2.6×4(3

ほん
本)

●バネ
たんし
端子(15

ほん
本)

●バリコン用ノブ (1
こよう
個)

●
でんせん
電線(

しろいろ
白色)：75mm(8

ほん
本)、140mm(2

ほん でんせん と つ ず

本) ※140mmの電線はバリコンに取り付け済みです

バネ
たんし
端子の

と
取り

つ
付け

バネ
たんし
端子を

しよう
使用することで、ハンダ

づ
付けをすることなく

かんたん
簡単に

でんきはいせん
電気配線ができます。

●バネ
たんし
端子をラジオ

きばん
基板の

おもてがわ
表側から

そうちゃく
装着します。

きばん
基板にはバネ

たんしそうちゃくよう
端子装着用の

あな
穴が

ごうけい
合計15

こ
個 

あ
開いています。

　
かくあな
各穴の

よこ
横に

すうじ
数字が

ひょうき
表記されています。バネ

たんし
端子を

かんたん
簡単に

そうちゃく
装着できるように、

　
えんぴつ
鉛筆またはボールペンの

さき
先でバネ

たんし
端子を

おさ
押さえ、

ちから
力を

かげん
加減し、ねじりながら

たんし
端子を

あな
穴に

お
押し

こ
込んでください。

　(Figure ３を
さんしょう
参照してください)

　※バネの
ちょっけい
直径が

ふと
太くなっているところまで

お
押し

こん
込んでください。

　※
きばん
基板の

でんち 
電池の記号の

ひだり
左にある 4mmの

あな
穴はバネ

たんしよう
端子用の

あな
穴ではありませんので、ご

ちゅうい
注意ください

●
でんきはいせん
電気配線は

おも
主に

きばん
基板の

うらがわ
裏側で

おこな
行いますので、バネ

たんし
端子を

そうちゃく
装着した

あと
後、

きばん
基板の

うらめん
裏面に

かくたんし
各端子の

すうじ
数字を　　　　　

きにゅう
記入してください。　
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uF=マイクロファラッド
pF=ピコファラッド
V=ボルト

kΩ=キロオーム
MΩ=メグオーム

Figure＝
ず
図

カラーコードによって
ていこうち
抵抗値を

みわけ
見分けることができます。

ていこう
抵抗の

しゅるい
種類：1MΩ(

ちゃくろみどりきん
茶黒緑金 )×2本、2.2kΩ(

あかあかあかきん
赤赤赤金)×1本、1.8kΩ(

ちゃはいあかきん
茶灰赤金)×1本

きごう     



えいぶんせつめいしょ
英文説明書１１ページ

め
目

えいぶんせつめいしょ
英文説明書９ページ

め
目

えいぶんせつめいしょ
英文説明書１０ページ

め
目

くみた
組立て

せつめい
説明 つづき

くみた
組立て

せつめい
説明 つづき

●
ねん
念のため、これまでの

くみた
組立て

さぎょう
作業について、もう

いちど
一度チェックしましょう。

　
かくぶひん
各部品 

すべ
全てが

ただ
正しい

ばしょ
場所に

と
取り

つ
付けられているか、

でんかい
電解コンデンサのマイナス

がわ
側が、

ほんたい
本体のマイナス

たんし
端子に

　
む
向けて

と
取り

つ
付けられているかどうかを

さいかくにん
再確認してください。

　
と
取り

つ
付け

ず
済みの

ぶひん
部品に

たい
対してダブルチェックを

おこな
行いましょう。

　
もんだい
問題がなければ、

きばん
基板を

うらがえ
裏返して、

うらめん
裏面にある

よぶん
余分な

でんせん
電線を

き
切り

と
取ってください。

トランジスタの
と
取り

つ
付け

トランジスタは3
ほん
本のリード

せん
線がついています。

かく
各リード

せん
線を

さ
差し

こ
込む

あな
穴が

き
決まっているため、

きばん
基板上の

と
取り

つ
付け

ほうこう
方向をよく

かくにん
確認してください。

トランジスタの
かく
各リード

せん
線を

じゅん
順に E・B・C (e・b・c)とします (Figure 7

さんしょう
参照)。

Figure 7の
とお
通りに、トランジスタを

さ
差し

こ
込んでください。もう

いちど
一度 

かくにん
確認してから

つぎ
次に

すす
進みます。

●「C1815」もしくは「9013」「9014」のいずれかが
ひょうき
表記されたトランジスタを、12

ばん
番と13

ばん
番、14

ばんたんし
番端子の

あいだ
間に　

　
と
取り

つ
付けます。トランジスタの

へいめんぶ 
平面部(印字のある方)は、12

ばんたんし
番端子とは

ぎゃくむ
逆向きになるように

と
取り

つ
付けます。

　
あな
穴に

あ
当てはまる、

かく
各リード

せん
線を

さ
差し

こ
込んでから

きばん
基板を

うらがえ
裏返し、トランジスタのリード

せん
線・Cを13

ばんたんし
番端子へ、 

　リード
せん
線・Bを12

ばんたんし
番端子へ、リード

せん
線・Eを14

ばんたんし
番端子へ

と
取り

つ
付けてください。(Figure 7と8を参照 .)

●「3904」もしくは「9018」のいずれかを
ひょうき
表記したトランジスタを、7

ばん
番と8

ばん
番、9

ばんたんし
番端子の間に

と
取り

つ
付けます。

　
あな
穴に

あ
当てはまる、

かく
各リード

せん
線を

さ
差し

こ
込んでから

きばん
基板を

うらがえ
裏返し、トランジスタのリード

せん
線・Cを8

ばんたんし
番端子へ、

　リード
せん
線・Bを7

ばんたんし
番端子へ、リード

せん
線・Eを 9

ばんたんし
番端子へ

と
取り

つ
付けてください (Figure 7と8を

さんしょう
参照)。

トランジスタはとても
じゅうよう
重要な

ぶひん
部品です。

トランジスタの
かく
各リード

せん
線が

ただし
正しい

ばしょ
場所に

と
取り

つ
付けられているか、

はいせん
配線は

ただし
正しいか、よく

かくにん
確認してください。

また、
きばん
基板の

うらがわ
裏側でリード

せん
線どうしが

せっしょく
接触(ショート)していないこともよく

たし
確かめてください。

ダイオードとチョークコイルの
と
取り

つ
付け

ダイオードを
ただ
正しく

と
取り

つ
付けてください。とくに

む 
向きには

ちゅうい 
注意してください。

●
きばん
基板の

おもてがわ
表側に、ダイオードの2

ほん
本のリード

せん
線を

かいろずきごう      
回路図記号のそばにある

あな
穴へ

さ
差し

こ
込んでください。

　ダイオードの、
いろおび
色帯のついた

ほう
方のリード

せん
線を

かなら 
必ず 6

ばんたんし
番端子へ

せつぞく
接続します (Figure 9 を参照 )。

●ダイオードのリード
せん
線をそれぞれに6

ばん
番と5

ばんたんし
番端子へ

と
取り

つ
付けてください。

　ダイオード
ほんたい
本体に

いろおび
色帯がついている

ほう
方のリード

せん
線が

きばん
基板の 6

ばんたんし
番端子になります。

　
つぎ
次にチョークコイルを

と
取り

つ
付けます。

　チョークコイルの
りょう
両リード

せん
線を8

ばん
番と11

ばんたんし
番端子に

と
取り

つ
付けてください。

　チョークコイルには
と
取り

つ
付け方向はありません。

えいぶんせつめいしょ
英文説明書１２ページ

め
目

ていこう
抵抗の

と
取り

つ
付け

まず 2.2kΩの
ていこう
抵抗を

きばん
基板に

と
取り

つけ
付けてください。(

と
取り

つけ
付け

ばしょ
場所は

きばん
基板に 2.2kと

か
書かれています )

ていこう
抵抗2.2kΩのカラーコードは「

あかあかあかきん
赤赤赤金」です。

●
ていこう
抵抗のリード

せん
線を

ま
曲げ、

きばん
基板の

ひょうき
表記から、2.2kと

か
書かれている

あな
穴に

さ
差し

こ
込んでください。

　
あな
穴の近くに

ていこう
抵抗の

かいろずきごう      
回路図記号が

ひょうき
表記されています。

●
ていこう
抵抗を

さ
差し

こ
込んだ

あと
後、

ほんたい
本体をひっくり

かえ
返します。

　
ていこう
抵抗の

りょう
両リード

せん
線をそれぞれに10

ばん
番のバネ

たんし
端子と11

ばん
番のバネ

たんし
端子へ

と
取り

つ
付けてください。

　
ゆび
指もしくはラジオペンチを

しよう
使用して、バネ

たんし
端子を

かたほう
片方へ

てきとう
適当に

ま
曲げます。すると、バネ

たんし
端子に

すきま
隙間ができます。

　そこにリード
せん
線を

さ
差し

こ
込むと、

はいせん
配線の

せつぞく
接続は

かんりょう
完了です。

　この
さぎょう
作業は

はじ
初めのうち、

むずか        　   
難しいと

おも
思うかもしれませんが、すぐに

な
慣れます。

　カラーコードによって、
かくていこう
各抵抗の

ていこうち
抵抗値を

みわ 
見分けることができます。

●15
ばん
番と13

ばんたんし
番端子の

あいだ
間に、1.8kΩの

ていこう
抵抗(カラーコード：

ちゃはいあかきん
茶灰赤金)を

と
取り

つ
付けてください。

●12
ばん
番と13

ばんたんし
番端子の

あいだ
間に、1MΩの

ていこう
抵抗(カラーコード：

ちゃくろみどりきん
茶黒緑金)を

と
取り

つ
付けてください。

●7
ばん
番と8

ばんたんし
番端子の

あいだ
間に、もう一つの1MΩの

ていこう
抵抗(カラーコード：

ちゃくろみどりきん
茶黒緑金)を

と
取り

つ
付けてください。

コンデンサの
と
取り

つ
付け

コンデンサの2
ほん
本のリード

せん
線を、基板の

おもてがわ
表側から

あ
当てはまる

あな
穴に

さ
差し

こ
込んでください。

あな
穴の

よこ
横にコンデンサの

かいろずきごう      
回路図記号が

ひょうき
表記されています (Figure 5

さんしょう
参照)。

つぎ
次に、

きばん
基板を

うらがえ
裏返してコンデンサの

かく
各リード

せん
線に

あ
当てはまるバネ

たんし
端子に

と
取り

つ
付けてください。

●0.05uFのコンデンサ(「05uF」もしくは「503」と
ひょうき
表記)を、6

ばん
番と9

ばんたんし
番端子の

あいだ
間にある

あな
穴に

さ
差し

こ
込んでください。

　その
ご
後、2

ほん
本のリード

せん
線をそれぞれ6

ばん
番と9

ばんたんし
番端子へ

と
取り

つ
付けてください。

●0.005uFのコンデンサ(「0.05uF」もしくは「502」と
ひょうき
表記)を、5

ばん
番と8

ばんたんし
番端子の

あいだ
間に

さ
差し

こ
込み、

かく
各リード

せん
線を　

　
りょうたんし
両端子へ

と
取り

つ
付けてください。

●470pFのコンデンサ(「471」と
ひょうき
表記)を、12

ばん
番と13

ばんたんし
番端子の

あいだ
間に

と
取り

つ
付け、

かく
各リード

せん
線を

りょうたんし
両端子へ

　
と
取り

つ
付けてください。

　　のこ
　　残った

でんかい
電解コンデンサは、

きょくせい
極性(＋、－)があるため、

と
取り

つ
付ける

とき
時に

ほうこう
方向をよく

かくにん
確認してください。

　
でんかい
電解コンデンサ

ほんたい
本体のたてじま(－)

がわ
側にあるリード

せん
線はマイナス (－)

がわ
側です。

　もう
いっぽん
一本の

なが
長いリード

せん
線はプラス (＋)

がわ
側です (Figure 6

さんしょう
参照)。

●1uFの
でんかい
電解コンデンサの

む
向きは11

ばんたんし
番端子(＋)、12

ばんたんし
番端子(－)の

ほうこう
方向で

りょうたんし
両端子の

あいだ
間に

と
取り

つ
付けてください。

kΩ＝キロオーム

kΩ＝キロオーム
MΩ＝メグオーム

uF＝マイクロファラッド



バーアンテナの
と
取り

つ
付け

と
取り

つ
付け

まえ
前にバーアンテナに

ま
巻いてあるアンテナコイルをよく

かくにん
確認してください。

アンテナコイルの
まきせん
巻線が

ひじょう
非常に

ほそ
細いため、

しんちょう
慎重にあつかってください。

●フェライト
ぼう
棒に、

しろ
白いプラスチックのブラケットを

と
取り

つ
付けてください (13ページのFigure 10を

さんしょう
参照)。

●
ず
図を

さんこう
参考にしながら

きばん
基板に

と
取り

つ
付けていきます。

　アンテナコイルの
かく
各リード

せん
線を

あな
穴に

とお
通した

あと
後、M3.0×8のネジとナットでブラケットを

こてい
固定します。

●
きばん
基板を

うらがえ
裏返して、Figure 10の

とお
通りにアンテナコイルの

はいせん
配線してください。

　＊
しろせん
白線を1

ばんたんし
番端子へ

せつぞく
接続

　＊
くろせん
黒線を2

ばんたんし
番端子へ

せつぞく
接続

　＊
あかせん
赤線を3

ばんたんし
番端子へ

せつぞく
接続

　＊
みどりせん
緑線を4

ばんたんし
番端子へ

せつぞく
接続

　
ちゅうい
注意：

かく
各アンテナ

せん
線がバネ

たんし
端子にきちんとつながっているか、よく

かくにん
確認しましょう。

　また、アンテナ
せん
線どうしが

こうさ
交差しないように

はいせん
配線してください。

バリコンの
と
取り

つ
付け

●Figure 11の
とお
通り、バリコンを

きばん
基板の

うらがわ
裏側から

と
取り

つ
付けてください。

●
きばん
基板の

おもてがわ
表側からM2.6×4 のネジでバリコンを

こてい
固定します。

●バリコン
じく
軸にノブを

と
取り

つ
付けます。

●ノブを
はんとけいまわ
反時計回りに

まわ
回しきった

とき
時、ノブの○マークが

ひだりがわ
左側にくるように

と
取り

つ
付けてください。

●
こがた
小型ネジでノブを

こてい
固定します。その

ご
後、

きばん
基板を

うらが
裏返えし、バリコンの

はいせん
配線を

おこな
行います。

　バリコンの
りょう
両リード

せん
線をFigure 11を

さんこう
参考にしながら1

ばん
番と2

ばんたんし
番端子へ

と
取り

つ
付けてください。

でんち
電池と

でんち
電池スナップの

と
取り

つ
付け

まず Figure 12を
さんこう
参考にしながら、本体の

でんち
電池ホルダーに9Vの

でんち
電池をセットします。

つぎ
次にFigure 13を

さんこう
参考にしながら、

でんち
電池スナップの

あかせん
赤線を15

ばんたんし
番端子へ、

くろせん
黒線を14

ばんたんし
番端子へ

と
取り

つ
付けてください。

これでラジオ
ぶひん
部品の

はいせん
配線は

かんりょう
完了です。

ねん
念のため、

さいご
最後にもう

いちどきばん 
一度基板をチェックしましょう。

1：Figure 7とFigure 8に
て
照らし

あ
合わせ、トランジスタの

かく
各リード

せん
線が

ただ
正しく

せつぞく
接続されていることを、

　 もう
いちどかくにん
一度確認してください。

ただ
正

2：
くみたてかんりょうご
組立完了後の

きばん
基板とFigure 1を

て
照らし

あ
合わせ、

かく
各パーツとリード

せん
線が

すべ
全て

ただ
正しく

と
取り

つ
付けられていることを

　 チェックしましょう。
ただ
正

3：
きばん
基板を

うらが
裏返してFigure 2と

て
照らし

あ
合わせ、

うらめん
裏面の

はいせんせつぞく
配線接続が

ただ
正しく

おこな
行われたことを

かくにん
確認しましょう。

4：
よぶん
余分な

でんせん
電線があればニッパーで

き
切り

お
落としてください。

えいぶんせつめいしょ
英文説明書１４ページ

め
目

えいぶんせつめいしょ
英文説明書１２ページ

め
目

えいぶんせつめいしょ
英文説明書１３ページ

め
目

えいぶんせつめいしょ
英文説明書１4ページ

め
目

組立
くみ た

て
せつめい
説明 つづき

くみ
組

た
立て

せつめい
説明 つづき

えいぶんせつめいしょ
英文説明書１５ページ

め
目

さいしゅうはいせん
最終配線
Figure 1を

さんこう
参考に、

かき 
下記のように

きばん
基板の

はいせん
配線を

おこな
行ってください

　－　10
ばんたんし
番端子と15

ばんたんし
番端子を

しろいろ
白色の

でんせん
電線でつなぎます。

　－　  9
ばんたんし
番端子と14

ばんたんし
番端子を

しろいろ
白色の

でんせん
電線でつなぎます。

　－　  3
ばんたんし
番端子と6

ばんたんし
番端子を

しろいろ
白色の

でんせん
電線でつなぎます。

　－　  4
ばんたんし
番端子と7

ばんたんし
番端子を

しろいろ
白色の

でんせん
電線でつなぎます。

　－　イヤホンのリード
せん
線をそれぞれ15

ばん
番と13

ばんたんし
番端子へ

せつぞく
接続します。

どうさ
動作しない

とき
時は

1： 9V
かくがたでんち
角形電池が

ただ
正しく

と
取り

つ
付けられていることを

かくにん
確認してください。

2：
しんぴん
新品の

でんち
電池に

こうかん
交換して

ため
試してください。

でんち
電池が

ふる
古いとラジオが

どうさ
動作しない

ばあい
場合があります。

3：
くみたてせつめいしょ
組立説明書に、

かくぶひん
各部品の

はいせんほうほう
配線方法が

の
載っている

ばしょ
場所がありますので、

まえ
前のページに

もど
戻って

かく
各ステップごとに、

　  もう
いちど
一度チェックしてください。      

　   
かんれん
関連する

くみたてず
組立図を

いろえんぴつ
色鉛筆でなぞって、ラジオの

はいせん
配線に

もんだい
問題はないか、よく

かくにん
確認しましょう。

4：Figure 1 と 2を
さんこう
参考に、

きばん
基板の

はいせん
配線を

たしか
確かめてください。

5：
ぶひん
部品の

くみたてせつめいしょ
組立説明書や

くみたてず
組立図を

さんこう
参考にしながら、トランジスタと

でんかい
電解コンデンサのような

きょくせい
極性(

む
向き)のある

       
ぶひん
部品の

はいせん
配線は、とくにチェックしましょう。

6：
さいかくにん
再確認を

じぶん
自分だけで

おこな
行うと

みす 
見過ごしてしまう

かのうせい
可能性があります。

　  できるだけ、ラジオ
きばん
基板に

すべ
全てのパーツ

と
取り

つ
付けた

じょうたい
状態で、

かぞく
家族や

ゆうじん
友人に

かくにん
確認してもらうことをおすすめします。

ちゅうい
注意：

ちょうきかんしよう
長期間使用しない

ばあい
場合、

でんち
電池の

えきも
液漏れを

ふせ
防ぐため、

かなら
必ず 

でんち
電池スナップから

でんち
電池を

と
取り

はず
外してください。

Figure 13を
さんこう
参考に、 

でんち
電池を

でんち
電池スナップへ

と
取り

つ
付けてください。

プラスとマイナスを
まちが
間違えないように

ちゅうい
注意してください。

いよいよ
どうさ
動作チェックに

はい
入ります。

イヤホンを
みみ
耳の

ちか
近くに

お
置き、

せんきょく
選局ノブを

ちょうせい
調整しながら

かく
各AM

ほうそうきょく
放送局の

ばんぐみ
番組を

さが
探してみましょう。

より
よ
良い

じゅしんかんきょう
受信環境を

ととの
整えるため、ラジオを

まど
窓の

ちか
近くに

お
置き、その場所でバーアンテナの

ほうこう 
方向を

ちょうせい
調整してください。

ちゅうい
注意：いきなりイヤホンを

みみ
耳に

さ
差し

こ
込まないでください。

　
おお
大きな

はっしんおん
発信音や

ざつおん
雑音が

な
鳴って、

みみ
耳を

いた
痛める

おそ
恐れがあります。

：ラジオの
でんげん
電源をオフにしたい

ばあい
場合、

でんち
電池を

でんち
電池スナップから

はず
外してしください。

※
でんせん
電線75mm(4本)は

よび 
予備のため

あま
余ります

※イヤホンのケーブルは
せんたん
先端からハサミやカッターなどで

き
切れ

め
目を

い
入れて3～4cmほど

さ
裂いてください

3～4cm

イヤホン線

★注意★
電池スナップはまだ電池に
差し込まないでください
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